
墨田区オリンピック・パラリンピック地域協議会  

会議録 

 

■会議名 

第５回 未来枠会議 

■日 時 

平成３０年９月３日（月） １８時００分～１９時１５分 

■会 場 

区役所１２２会議室 

■出席者（敬称略） 

・（公財）東京青年会議所墨田区委員会 吉田 ・千葉大学 都築 

・すみだ青年協力会 須藤 ・千葉大学 原 

・すみだ青年協力会 広田 ・千葉大学 間村 

・すみだ青年協力会 佐藤 ・個人枠 橋本 

・第１７代すみだ親善大使 岩田 ・個人枠 一色 

 計１０名 

■会議の概要 

１ 情報提供 

資料１について情報提供した。 

２ 前回までの議事内容の確認 

資料２に確認した。 

３ アイディアプレゼンテーション 【会員の意見】○：部会員 ◇：区・事務局 

 資料３に基づき、提案者からそれぞれの事業アイディアの発表があり、それに対する質疑応答を

行った。 

 №1 「日本語・英会話スポットの創設」に対する質疑応答 
特になし 

 №２ 「墨田区全町会御神輿リレー」に対する質疑応答 
○ 想定する時期の節目とはいつか。 

⇒（提案者欠席のため不明） 

○ 区では、御神輿を利用したイベントは行っているのか。年に何回行われているのか。 

⇒◇町会で行っているお祭りだけではないか。神社等に祀られている神様を担ぐ物であるの 

で、イベントではレンタル品の利用が考えられる。基本的には年１回ではないか。 

⇒○オリンピック・パラリンピックの開催期間中（７/２４～９/６）に行われるお祭りはあるのか。 

⇒○７月初旬や９月初旬が多いのでは。 

○ オリンピックの期間中はどのように考えているのか。 

⇒（提案者欠席のため不明） 

 №３「世界一のちゃんこを作ろう」に対する質疑応答 
○ 実施時期やどのような人々に来てもらいたいのか。 

⇒○ちゃんこの企画なので、冬やイベントの少ない時期で、区外の方々も多く参加してもらえる 

タイミングがよい。 

○ 世界一大きいちゃんこ鍋の具体的なサイズは。 

⇒◇他のイベントでは大きな器具を製造する段階から取り組んでいる例もあるが、困難であれ 

ば小さな鍋を複数個使用する案もあると思う。検討したい。 

○ 両国地域では、ちゃんこ鍋屋が出店するイベント（両国にぎわい祭り）がある。既存のイベントと



協力すれば実現性も高くなるのでは。 

○ 押上にある「わんぱく公園」では炊事も可能である。鍋を作る段階からワークショップ形式にし

て取り組めば、子どもたちも参加しやすいと思う。 

 №４「新しいオリンピック」に対する質疑応答 
○ 杉並区では東京１９６４大会を経験した世代と若い世代の交流会を開催し、盛り上がってい

る。写真を利用した多世代を繋ぐ企画は面白いと思う。 

○ １９６４年に比べインフラも整備されているので、街並みを見比べられる企画も面白いと思う。 

◇ この企画の実施主体はどこだと考えているか？ 

⇒○明確に想定はしていない。 

 №５「２０２０スカイツリーイベントリレー開会式」に対する質疑応答 
◇ 場所や時間帯はどのように考えているのか。 

⇒○可能であればスカイツリー内の施設を使いたいが、キックオフイベントなので区の会議室 

等でもよい。時間帯は平日なので、夕方がよいとイメージしている。 

◇ キックオフイベントの具体的な内容は？ 

⇒○スカイツリー建設までの背景やこれまでの取組に詳しい方にお話しいただき、これからの 

イベントに対するアイディアの種をもらえるような機会にしたい。 

○ 未来枠はこれまでイベントの主催者なのかアイディアの提案者なのかはっきりしないところがあ

ったが、今回の案はその両者を行ってはどうかという案である。 

◇ キックオフイベントとはいえ、１０月２９日まであまり時間がないと思うが。 

⇒○未来枠として取組むとなった場合には、あまり時間がないので提案者側で間に合うように、

しっかり準備を進めて行く。他のメンバーにも無理のない範囲で力を借りられればと思う。 

○ アイディアの提案者は公募するのか？それとも関係者に声をかける形なのか？ 

⇒○できれば公募にしたい。 

⇒○チラシによる広報等が必要になると思うが、スケジュールはどのように考えているか。 

⇒○他サークルで運営しているオリ・パラ関連のサイトを使用できれば早急に対応できる 

と思う。別サイトを作る必要があるのか、相談させてもらいたい。 

○ キックオフイベントは公募したアイディアのプレゼンの場になるのか？ 

⇒○講師を呼び、スカイツリーに関するお話を聞いた後、アイディア創出のワークショップを行 

いたい。さらに既に企画があればプレゼンも行ってよいと考えている。 

○ アイディアから事業化することはかなり大変だと思うが、アイディア出しの段階で多くの人を呼

び込んでワークショップを開催できれば面白いと思う。実際にどれだけ人を呼び込めるかが重

要。ワークショップ全体のデザインが必要であれば、当団体には経験者がいるので必要であれ

ば紹介できる。 

⇒○お願いしたい。 

◇ それぞれのアイディアに対し様々な意見が出たが、一度事務局で課題を整理してはどうか。

また、№５「２０２０スカイツリーイベントリレー開会式」の提案については時間がない。早急に課

題を整理しなければならない。 

⇒○課題点の整理、今後のスケジュールについては提案者側で行いたいと思うが、場所取り

等、御協力いただきたいところもある。 

◇ この提案について、実施する方向で前向きに検討していくことでよいか。 

その他のアイディアもこの提案のアイディアソンの一つとして生かす形であれば、できなくはな

いと思うが。 

⇒○今から確保できる会場によって規模は変えられる。そこまで大きなイベントでなければ実 

施可能だと思う。 



        ⇒○既存のイベントと連携できれば、既存のネットワークを生かして人を呼ぶこともできるの

は。 

        ⇒○スカイツリーには区からどれだけ働きかけられるのか。スカイツリーのイベントに参加させ

てもらうこともあると思う。 

        ⇒○どのような規模でどのように人を呼ぶのか。もう少し詳細な企画書があると具体的にスケ 

           ジュールも組みやすいと思う。まずは事務局と課題の整理をしてはどうか。 

⇒○今日、参加していないメンバーにも意見を聞いた方がよいのでは。 

⇒○長野県飯田市では毎月イベントを開催しており、市・動物園・地元の方が会議を行ってい 

る。既存のイベントへの出展というところから段階的に取り組んでいってもよいと思う。 

◇ 今回いただいた提案に対し、提案者と事務局で課題の整理及び内容を詰めた上で、再度皆

さんから意見を伺いたい。事業実施決定ではないが、前向きに検討していくということで進める

ということでよいか。 

⇒○検討を進める上で、今の企画メンバーだけでは手が回らない可能性があるので、オ リ・

パラに向けて取組んでいる学生団体の「おりがみ」のメンバーを参画させることはできない

か。 

⇒◇事務局としては区在住・在勤・在学の方に限らず、区の取組みに寄与していただける 

のであれば参画していただくことも問題ないと考えている。 

⇒○「おりがみ」はどれくらいの規模なのか。 

⇒○３７大学１６９人が在籍している。 

⇒本件に関する企画メンバーの増員についてはこの場では決を採らず、継続審議となった。 

 

☆今回いただいた提案のうち、№５「２０２０スカイツリーイベントリレー開会式」の提案については実施想

定日が近いことから、提案者及び事務局にて課題の整理及び内容の検討をし、他のメンバーへ意見

を伺うこととなった。 

４ 次回の開催について 

事務局にて調整の上、決定する。 

 


